
実
践
的
な
空
き
家
対
策
を
推
進

協
議
会

発

足
地
方
公
共
団
体
が
政
策
提
言
へ

住
生
活
産
業
の
新
た
な
展
開
へ

年
内
に
安
心
Ｒ
住
宅
運
用
開
始

国
土
交
通
省
の
呼
び
か
け

で
地
方
公
共
団
体
を
主
体
と

す
る
「
全
国
空
き
家
対
策
推

進
協
議
会
」
の
設
立
総
会
が

八
月
三
十
一
日
、
東
京
・
水

道
橋
の
す
ま
い
・
る
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
た
。
住
宅
関
係
団

体
や
金
融
機
関
と
連
携
し
て

実
践
的
な
空
き
家
対
策
に
関

す
る
政
策
提
言
を
実
現
し
、

具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
周
知

・
普
及
に
努
め
て
い
く
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど

で
空
き
家
が
年
々
増
加
し
て

お
り
、
速
や
か
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
「
空
き
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
（
空
き
家
法
）

の
施
行
か
ら
約
二
年
が
経
過

し
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村

に
よ
る
取
り
組
み
も
広
が
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に

全
国
的
な
協
議
・
検
討
の
場

を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
企

画
・
普
及
、
所
有
者
特
定
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
三
つ
の
部

会
を
通
じ
て
実
践
的
な
政
策

提
言
を
行
う
。

設
立
総
会
に
は
行
政
・
業

界
関
係
者
や
学
識
者
な
ど
約

二
百
名
が
出
席
。
牧
野
た
か

お
国
土
交
通
副
大
臣
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
平
成
二

十
七
年
五
月
に
空
き
家
法
が

施
行
さ
れ
、
地
方
で
の
取
り

組
み
が
進
む
中
で
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
横
の
連
携

を
密
に
し
た
展
開
が
必
要
で

当
協
議
会
の
設
立
は
誠
に
時

宜
を
得
た
も
の
だ
」と
述
べ
、

活
発
な
活
動
を
促
し
た
。

続
い
て
簗
和
生
国
土
交
通

大
臣
政
務
官
が
あ
い
さ
つ

し
、
会
長
に
片
岡
聡
一
岡
山

県
総
社
市
長
、
副
会
長
に
汐

見
明
男
京
都
府
井
出
町
長
を

選
出
し
た
。

研
修
会
で
は
中
川
雅
之
日

本
大
学
経
済
学
部
教
授
に
よ

る
基
調
講
演
や
国
交
省
・
総

務
省
に
よ
る
国
の
施
策
の
紹

介
、
新
潟
県
見
附
市
・
高
知

県
四
万
十
町
・
群
馬
県
桐
生

市
に
よ
る
事
例
発
表
な
ど
を

繰
り
広
げ
た
。

国
土
交
通
省
は
八
月
三
十
一
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
三
号
館
で
第
六
回
「
生
産
性
革
命
本
部
」

（
本
部
長
・
石
井
啓
一
国
交
相
）
を
開
き
、
生
産
性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２０
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
た
。
住
生
活

産
業
の
新
た
な
展
開
で
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
次
世
代
住
宅
を
創
出
・
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
が
買

い
た
い
既
存
住
宅
を
選
択
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
安
心
Ｒ
住
宅
の
運
用
を
年
内
に
も
開
始
す
る
。
ま
た
工
夫
度
の

高
い
施
策
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
国
土
交
通
フ
ォ
ー
カ
ス
」
を
来
年
一
月
に
発
行
す
る
考
え
だ
。

人
口
減
少
の
中
で
持
続
的

な
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
く

に
は
働
き
手
の
減
少
を
上
回

る
生
産
性
の
向
上
に
よ
っ
て

新
た
な
需
要
を
掘
り
起
こ
す

必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
同

省
は
昨
年
を
生
産
性
革
命
元

年
と
位
置
づ
け
て
国
交
相
を

は
じ
め
と
す
る
幹
部
職
員
に

よ
る
生
産
性
革
命
本
部
を
立

ち
上
げ
、
住
生
活
産
業
の
新

た
な
展
開
、
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
革
命
、
ｉ

Ｃ
ｏ

ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の

推
進
、
下
水
道
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
二
十
項
目
の
先
進

的
な
取
り
組
み
を
生
産
性
革

命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⒇
と
し
て

選
定
し
た
。
今
年
は
前
進
の

年
と
し
て
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
さ
ら
な
る
具
体
化
に
努
め

て
い
く
。

既
存
住
宅
流
通
・
リ
フ
ォ

ー
ム
市
場
活
性
化
を
め
ざ
す

住
生
活
産
業
の
新
た
な
展
開

で
は
子
育
て
・
高
齢
者
世
帯

な
ど
幅
広
い
世
帯
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

市
場
と
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を

活
用
し
た
次
世
代
住
宅
の
創

出
・
拡
大
を
促
進
す
る
。
ま

た
耐
震
性
な
ど
の
品
質
を
備

え
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
適

切
な
情
報
提
供
が
行
わ
れ
る

既
存
住
宅
に
国
の
関
与
の
も

と
で
住
宅
関
係
団
体
が
商
標

を
付
与
す
る
安
心
Ｒ
住
宅
の

運
用
に
着
手
す
る
。

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

革
命
で
は
効
率
的
な
ベ
ス
ト

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
水
平
展
開

へ
各
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
革
新
的

技
術
・
自
治
体
支
援
）
の
取

り
組
み
を
普
及
さ
せ
る
た

め
、
地
方
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
に
設
立
す
る
。

す
べ
て
の
建
設
生
産
プ
ロ

セ
ス
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る

ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
の
推
進
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

工
事
を
千
件
以
上
公
告
す
る

ほ
か
、
工
事
の
大
臣
表
彰
、

マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
技
術
の
現

場
実
装
、
大
規
模
工
事
の
三

次
元
モ
デ
ル
設
計
、
施
工
時

期
の
平
準
化
な
ど
を
行
う
。

日
本
産
資
源
の
創
出
戦
略

と
な
る
下
水
道
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
で
は
下
水
処
理
場
に
お

け
る
バ
イ
オ
マ
ス
受
け
入
れ

量
が
国
内
最
大
と
な
る
豊
橋

市
の
集
約
利
用
施
設
が
十
月

に
稼
働
す
る
予
定
だ
。
こ
れ

に
伴
い
下
水
道
発
食
材
「
じ

ゅ
ん
か
ん
育
ち
」
の
Ｐ
Ｒ
に

よ
る
肥
料
利
用
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
地
域
バ
イ
オ
マ

ス
受
け
入
れ
施
設
の
支
援
制

度
の
創
設
を
検
討
す
る
。

国
土
交
通
フ
ォ
ー
カ
ス
に

つ
い
て
は
２
０
１
８
年
度
版

の
テ
ー
マ
を
〝
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
〞
に
よ
る
①
生

産
性
革
命
（
持
続
的
な
経
済

成
長
の
実
現
）
②
働
き
方
改

革
の
実
現
③
高
齢
者
・
子
育

て
世
代
を
念
頭
に
お
い
た
Ｑ

Ｏ
Ｌ
（
Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

Ｏ
ｆ
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
）
の
向
上

④
安
全
・
安
心
の
確
保
―
―

と
定
め
た
。

当
日
の
本
部
長
指
示
で
は

石
井
国
交
相
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
生
産
性
革
命
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
着
実
な
進
捗
を
確

認
で
き
て
た
い
へ
ん
心
強

い
。
国
土
交
通
フ
ォ
ー
カ
ス

で
は
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
た

テ
ー
マ
に
沿
い
、
と
く
に
工

夫
度
の
高
い
施
策
に
焦
点
を

絞
っ
て
国
民
各
層
の
理
解
を

促
進
す
る
。
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
取
り
組
み
を
血
肉
化
し

て
い
く
た
め
に
も
効
果
的
に

広
報
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
後
は
中
堅
・
若

手
を
中
心
と
し
た
議
論
の
場

も
設
け
た
い
。
若
い
人
た
ち

か
ら
素
晴
ら
し
い
提
言
が
得

ら
れ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い

く
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

生産性革命プロジェクトの進捗確認

石井国交相

すまい・るホールで設立総会

牧野国交副大臣
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